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「ゲイトウエイドラックの変化 」        

特定非営利活動法人 栃木DARC 
代表理事　栗坪千明 

　ますます秋めいてまいりました。日中は
気温が高いですが、湿度は低く過ごしやす
くなってきました。しかしながら朝晩は急
な冷え込みで体調管理が大変ですね。皆様
いかがお過ごしでしょうか。 
さて9/27付のネット記事で近頃の薬物事
情で１０代の市販薬依存が増加していると
いう記事がありました。全国の精神科医療
施設で治療中の主な使用薬物の割合が
2020年では５割を超えているということ
です。2014年の調査では０だったので、大
きな変化です。処方薬も含めると７割を超
えます。ダルクに相談に来られる方の内容
も市販薬や処方薬の人が増えてきているな
と感じていたので、なるほどという感じで
す。覚せい剤や大麻などの違法薬物は２割
を切っているので、ゲイトウエイドラッグ
として役割は完全に市販薬、処方薬が独占
してきつつあるということです。シンナー
がゲイトウエイドラッグとしての主役で
あったことなど、また６～7年前の危険ド
ラッグの勢いも遠い昔のようです。 
ただし、シンナーや危険ドラッグは薬剤
ではありませんので脳へのダメージが計り
知れないものがありましたが、市販薬や処
方薬はもともと治療に使うものですから、
用法用量を守って服用する分には毒にはな
りません。過剰摂取によって酩酊したり興
奮したりするのです。つまり使い方の問題

です。必要としている人がいる限り、違法
薬物のように撲滅すべきものではないとい
うことです。ここに予防の難しさがありま
す。 
人に依存させるために頑張っている人が
いるわけではありませんが、手を替え品を
替え、巧妙に依存症は変化していきます
ね。 
その記事には高校3年生の女性のことが
書いてあります。使い始めた要因として、
進路に関しての親との対立があり、SNSで
の市販薬の過剰摂取経験者のふわふわして
気持ち良いという情報、二つの要因が重
なって少量から初めて徐々に量が増えてい
く過程と薬の種類もSNSからの情報でどん
どん変化していった。ということが掲載さ
れていた。内容はこの業界ではさほど珍し
いものではありませんが、薬物も情報の入
手先もどちらも違法なものではなく、むし
ろ現代社会では必要なものだということな
のだと思います。 
一次予防では防ぎきれない問題であり、早
期発見早期治療の2時予防の強化が望まれ
ているということです。この2時予防の整
備がまだまだ日本では進んでいないのも事
実です。 

栃木DARC News Letter
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　　　今月活動予定
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9月 

2日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

3日　ダックスとちぎ家族会講演　家族教室　再乱用防止教育事業県央 

5日　ガイドポスト　アディクションフォーラム実行委員会 

7日　再乱用防止教育事業県北 

９日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

12日　東京保護観察所プログラム 

15日　宇都宮保護観察所プログラム　再乱用防止教育事業県庁 

16日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

20日　再乱用防止教育事業県南 

22日　宇都宮保護観察所プログラム　那須塩原市立高林中学校講演 

28日　喜連川少年院プログラム 

30日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受け
た形が多く、一般社会に向
けての特定非営利事業と施
設事業を行なっています。 
特定非営利事業は、一次予
防としての乱用防止、二次
予防の再乱用防止を多く含
み、施設事業は、三次予防
以降となる依存症からの回
復のための場所とプログラ
ムの提供を行なっていま
す。依存症本人が誰かに薬
物を勧めることで薬物問題
が広がるリスクを考える
と、これも乱用防止の一環
であると言えるでしょう。

「現状報告」 
     

 　2sc施設長　秋葉　紀男 

2

　暑かった夏も終わり日中もまだ
気温が上がる日がありますが概ね
過ごしやすく夜になると肌寒く秋
のおとづれを感じている今日この
頃ですが皆様におかれましてはい
かがお過ごしでしょうか。 
　気づけは早いもので今年もあと
残すところ３ヶ月となり時の流れ
の速さを普段は感じませんがこう
やってニュースレターに書く事に
よって感じることができます。 
　思い返すとダルクに入寮した頃
が遠い昔のようで最近では薬を
使っていた前後の記憶も薄れ時々
ミーティングやプログラムで話し
ていないと思い出せなくなってい
ると思います。ただ薬の良い部分
だけは記憶に残っているようで薬
物依存症の怖さを自身で感じてい
ます。そう言う意味では毎日自分
を点検したりプログラムに出て自
分の体験を話すことは仲間にとっ
ても必要だし自分自身にもいつま
でも必要なんだと感じています。 
　さてここからはダルク職員とし
ての話しとして私が担当している
2ndStageCenterの現状を報告さ
せていただきたいと思います。 
　現在2ndStageCenterは9名の仲
間が各々のステージに沿ってプロ
グラムを受けています。問題に

なっている薬物の内訳は覚せい剤
が6名、アルコールが2名、その他
が1名になっています。通常であれ
ば薬とアルコールが半々くらいな
んですが現在は薬が多くなってい
ます。年齢については20代1名、
30代2名、40代2名、50代1名、60
代3名になっていて様々な年代が
揃っています。Stageについては
Stage1が1名、Stage２が6名、
Stage３が2名で全てのStageがい
て各々のプログラムを受けていま
す。現在就労段階に入っているメン
バーや修了間近のメンバーがいた
りと各々が自身のプログラムを進
めています。 
　その他に2ndStageCenterをグ
ループホームにするために施設を
工事していたましたが9月に完成し
て住めるようになりました。事情
がありグループホームとしての運用
はまだできてませんが問題が解決
して早く運用できるようになれば
良いと思っています。 
　今年もあと残すところわずかで
すが皆様におかれましてはお身体
ご自愛くださいませ。
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　覚醒剤依存症のシュンです。私が覚醒剤
を最初に始めたのが１７才の時でした。な
ぜ始めたのが両親と関係が上手に関係を保
つことができない事でした。お袋とは常に
対人関係を厳しく注意され近所の目ばかり
考えるお袋でした。おやじには身だしなみ
やお袋と同じく対人関係、バカ息子やお前
のせいで離婚をする、近所からは地元で有
名なバカ息子だとおやじやお袋はそのよう
に思われているから更生しろと何度もゆわ
れてきました。１７才の時におやじと大げ
んかして家を飛び出しました。その時に地
元の先輩の家に住むことになりました。た
だその先輩はかたぎではなくヤクザでし
た。最初はヤクザだから家に住むのが抵抗
感があり少し恐いイメージがありました。
その先輩の家に住み初日に先輩と先輩と関
係のある人がいて先輩は覚醒剤を炙り吸っ
ていました。先輩と関係のある二人は覚醒
剤を注射器で血管に入れてました。その二
人の人には注射器を使えば物凄く気持ちい
い快楽も物凄くあじわえるといわれまし
た。ただ私は血管に注射をするのは断って
ました。なぜなら注射をするのが昔から嫌
いでした。その時に考えたのが先輩たちと
いれば覚せい剤中毒になる私はそうゆう風
に考えていました。家を飛び出し両親と離
れ本当にその決断が正しっかたのか今の私
が正しのかこのまま人生を歩んでいいのか
真剣に考えは始めました。体もボロボロに
なり覚せい剤中毒でした。その時に先輩が
覚せい剤で逮捕されて今までお世話になり
次は私が覚せい剤で逮捕されるかもしれな
いと恐怖で心がいっぱいになりました。た
だ両親にはバレたくない心配おかけたくな
いまたバカ息子が私たちに迷惑をかける近
所ではすぐに話が広がり地元ではまた一段
と評判が悪くなると思い逮捕だけされたく
ないと思いました。心の中では先輩が逮捕

されてこれからは覚せい剤をしないと思い
ました。お世話になったけど今ならまだ間
に合う今までの関係から抜けられると思い
ほっとしました。ただ日が経つにつれ覚せ
い剤の欲求がはいり今までたくさん寝ない
でしてきたからその影響で欲求がきている
だけでそのうちにおさまるだろうと軽く考
えていました。だがしかし欲求がおさまる
のがなかなかおさまらなくなり苦し戦いを
してきました。そんなある日覚せい剤を
使っている際に警察から職務質問され覚せ
い剤の使用で逮捕され初めて刑務所に行き
ました。私はまだ21歳で長野県にある松本
刑務所に行きました。刑務所のしきたりが
ありものすごく大変でした。社会ではする
ことの無い何度も同じ受刑者と喧嘩をして
いました。もちろん仮釈放を貰うつもりも
なく、全部で工場が7工場あり何度も同じ
工場に行きました。仲が悪い人がいて工場
に1日だけで喧嘩で懲罰を受ける繰り返し
全受刑者も舐められたくないメンツばかり
の人でした。刑務所から出所してまた欲求
に耐えられなくなり覚せい剤を使いまた刑
務所に行き今度は福島刑務所に行きその時
に考えたのは覚せい剤を絶対にしない、今
まで沢山の人に心配を掛けてしまい最後ま
で信用や身近なお世話をしてもらい心から
感謝をしています。今は出会う人すべてが
私の回復に繋がっているように思います。
今まで出会えた人これから出会える人も感
謝できますように。 

	

	


	


2nd StageCenter 
～回復～ 

2nd StageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

 「今の気持ち」 
 依存症のシュン
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3rd StageCenter 
～社会復帰～ 

3rd StageCenterは、社
会復帰間近の回復後期・
社会復帰期を担う施設で
す。1st StageCenterで
断薬を目的として規則正
しい生活や体力回復を
し、2nd StageCenter
で個々のプログラムを含
めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメン
バーが、実際の社会に近
い環境で社会性の獲得
と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう
事を目的としたプログラ
ムを組んでいます。本人
の責任において生活する
ために起床、就寝などの
時間も特に設けず、職場
に出勤するのと同じよう
にプログラムの開始時間
も設定しています。主体
性を強化して社会復帰の
準備を行う場所です。 

　こんにちは、薬物依存のえびちゃんで
す。クリーンタイムは４年と半分が過ぎま
した。げんざい37歳、男、本命は覚醒剤
です。ニュースレターも何度書いたか覚え
ていないくらいになりました。今は就労
に入り、働き始めて３ヶ月程たち、順調
に行けば来年には卒業出来るかもしれな
いというところです。 
　そんな今の自分ですが、もともとは働
く気がなかったのと、嘘をつくことが苦
手なので、ついこの間まで素直に「働き
たくないので、生活保護で何もしないで
の卒業を希望します」と言っていたので
すが、その条件での卒業は難しいとの事
でした。自分の中では何でダメなのだろう
か？と思っていました。 
　今までは社会で働いたり、恋愛した
り、友達付き合いだったりで、様々な人
間関係の中でストレスが溜まって、パチン
コに行ったり、薬に手を出したり、余計
な事ばかりしていたので、薬を使わない代
わりに働かない、これでいいのだ。と、
自己完結していたのですが、どうも、薬
を使わないでいる事だけが回復じゃない
のかと、今は何と無く思える様になって
来ました。そんな自分の変化のきっかけ
に繋がって来たことは、何と言っても施設
生活で起きた様々な出来事でしょう。 
　その中でも特に嫌いだった仲間や、苦
手だった仲間、前居たところの施設長
や、今の施設長は、特に自分の変化とい
うか、色々と気づくのに欠かせない人た
ちなのかなと思います。あと施設の仲間と
プログラムとN A。嫌いな相手にこそ感謝
と世間ではよく言われていますが、多分
そこに自分の本当の問題が隠れているの
かなって、今は何と無く思います。そこに

気づくのにかなり時間が掛かったのと、
いまだにまだ問題が解決された訳じゃな
くて、まだ腑に落ちてはいないところは
あるのだけれど、そこをクリア出来てくる
と何と無く自分の中の変化に気付けるの
と、何より苦しかった事が苦しく無く
なって来る感じがします。 
以前居たところの施設長はパワフルな方
で、とにかく一人一人と真剣に向き合って
くれて、様々な問題を抱えている仲間達を
まとめて行くのには、言葉がきつく感じ
てしまう事もあり、ぶつかったりした事
なんかもあったりしましたが、それがな
ければ何かあったら直ぐに逃げ出してし
まう自分の問題と向き合う事が未だに出
来ていなかったと思うと、今ではとても
感謝しております。 
　現在の施設長は薬中には欠かせない人
だと思います。地頭がいいので、たまに難
しい言葉が出てきて、何を言っているの
かわからない時とかあったりするけれ
ど、自分のような頭の出来があまり良く
ない人間にも分かりやすくプログラムの
内容を説明してくれるので、そこで今まで
の自分に気付いて腑に落ちたところが
多々あります。すこし前の自分は、自分一
人で回復して来たのだと思っていました。
というか自分の事しか考えていませんでし
た。薬物に手を出してから始まったと思っ
ていた自分の問題はその前から沢山あっ
て、多分薬使わなくても違う形でどうに
もならない状況になっていたと思います。 
　これからは自分を含めた全体の福利を
考えて、これから起こる様々な出来事に
ビビらず取り組んでいけたらと思います。 

 

 


　　「変化」 

依存症のえびちゃん 
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Community Farm 
～農業～ 

栃木ダルクに通うメン
バーの中には通常のプロ
グラムが適さない方も少
なくありません。CF (コ
ミュニティーファーム)
では、薬物依存症以外に
も社会復帰を目指した際
に問題（高齢である・重
複障害がある）を抱えた
メンバーがゆっくりと自
分なりの回復を深めて、
それぞれの社会復帰の形
を探ってもらうための場
所です。他の男性施設と
は違い、テキストを使っ
たプログラムも少なく、
ステージ毎に居場所を変
える事もありません。 
農作業やボランティアな
どを活動の中心にしてい
ます。金銭管理や処方薬
の管理、家族の再構築な
ど基本的な部分に時間を
かけて丁寧に社会復帰の
準備を行なっています。 

     「自立に向けて」 
  
        　　　　　　　　　　　　 　　薬物依存症のジン 
 夏の猛暑から少しずつ肌寒くなってきて、
朝起きるのも楽になってきました。秋の紅
葉もこれからの季節になってきました。皆
さんはどうお過ごしですか？ 
　9月の上旬から宇都宮3 stage centerに
生活訓練を受けに行かせて貰いに行くこと
になり、二週間が過ぎました。タイムスケ
ジュールに慣れない中のプログラムを送る
日々です。今までは那珂川CFで農作業を主
でやってきましたが、改めてテキスト等を
使ってのプログラムは新鮮です。久しぶり
に行うDARCミーティングは先行く仲間の
今日だけに沿った話を聞くことや自分の
テーマに沿った棚卸など、初期施設ぶりに
行うプログラムだったりと日々の生活の中
になかったプログラムはやればやるほど楽
しさで一杯です。 
　少し、これまでの話をしていきます。那
珂川の施設にやって来たのは那須で一年九
か月過ごしてからです。今現在は那珂川に
来て一年十か月が経ちました。施設に入寮
して三年七か月が過ぎました。 
　最近の出来事ですと、初めの方で言った
宇都宮の施設に通所し始めたことや精神科
病院に年初めに入院をしたことです。 
今回自立というテーマで、入院をする

きっかけになったのは処方です。これは施
設に繋がる前からの僕自身の問題点でもあ
ります。今まで僕は過去四回の精神科病院
に入院をしています。いつも決まって処方
です。服薬を勝手に辞めてしまうことで
す。精神病が悪化してくると服薬をしなく
なってしまいます。その為、幻聴や幻覚が
酷くなり最終的には仕事にも行かなくなっ
てしまいます。そこに依存症の大麻を使用
して最後は入院をします。これが過去の入
院歴です。 

今回施設に入寮して処方薬を管理しても
らい服薬を続けてきたのですが、那須の施
設でチーフという役割についてから処方を
自己管理になり、最初の内は服薬をしてい
ました。ですが、気がつくと服薬を勝手に
辞めてしまいました。そのまま那珂川の施
設に移動し、いつからかは覚えていません
が服薬をしていないことが分かる六カ月ほ
ど前からは一錠も薬を飲んでいませんでし
た。病院に行き、医師と相談をして二ヶ月
間は薬をすべて切りましたが、年が変わる
頃には病状が悪化し入院をしました。 
今現在は注射で薬の投与と少量の服薬

を続けています。入院をきっかけに処方の
問題は懲り懲りして服薬はきちんとするつ
もりです。長々と入院の話をしましたが、
これから自立をしていくのには物凄く係る
ことだと思い、正直に書きました。 
今僕は施設で生活をしていますが、この

先は自立をしていきます。そのために薬物
を必要としない為のプログラムや欲求が
入った時の対処の仕方など日々勉強をして
います。自助グループに参加して仲間と
ミーティングをしたりと充実した毎日で
す。これまでの那珂川の施設生活は農作業
を主でやってきました。色々な作物を栽培
し収穫して時期が過ぎれば片づけてと約二
年間やりました。今思うとあっという間の
那珂川での施設生活で出来なかったことが
沢山出来るようになったと思います。 
最後になりますが、まだまだ自立には

程遠いですがこれからのことをよく考え施
設生活をしていきたいと思います。最後ま
でお付き合い頂きありがとうございまし
た。 
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1sc 
・ゼキ　サポート～リーダーへ 
・アトム　メンバー～サポートへ 
2sc 
・AG サポート～リーダーへ 
3sc 
・ミッチャン　Stage２～Stage３へ 
CF 
・コウヘイ　ドウ　ケイチャン　メンバー～サポートへ 
PP 
・該当者なし

施設報告 
1st(導入）16名　2sc(回復）9名　3sc(社会復帰）12
名　CF(農業）7名　PP(女性）16名計60名で活動してお
ります。 
各々の施設でステージ毎のプログラムを実施しております。 

9月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問
題の分析をし、自分の問題
の本質を探り、アディクショ
ンに繋がる部分を取り除
き、自らの問題を手放し、
社会の有用な一員となる準
備をしてもらいます。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

9月の献金・献品

7

（献金）那須トラピスト修道院様　他匿名者10名　 
（献品）匿名者13名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています 

献品のお願い 
・修了予定者がこれから数名いるので、日用品、家電一式、原付バイ　 
　ク、自転車、その他自立して使用できるものがあればよろしくお願 
　いします。 
・1st StageCenterからソフトボール用品、スノーボード用品あれば 
　よろしくお願いします。 
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あればよ 
　ろしくお願いします。 
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Peaceful Place 
～女性～ 

PP(ピースフル・プレイ
ス）は女性専用の施設で
す。ファースト・セカン
ド・サードの全過程を同
じ場所で過ごしながら、
それぞれの回復を進めて
いきます。女性依存症者
の多くは、それまで生き
てきた背景に様々な問題
を抱えています。生きる
ための道具だったアディ
クションを手放していく
とき、経験を共有し合え
る仲間が小さな安心感を
積み重ねてくれます。そ
の安心感が私たちを自己
否定ではなく自己受容と
いう形に変えてくれるの
です。安全を感じながら
回復を進めていくことが
できる場所とプログラム
を提供すると共に、自分
を大切にする生き方を身
につけてくれるように願
いながらサポートを続け
ていきます。 

「自分と向き合う」 

                                                                                  依存症のミサキ

　こんにちは、依存症のミサキです。2回目
のニュースレターになります。もう入寮して
から1年半も経ったのか…と思う半面、まだ
まだ道は長いと感じる事も多くある今日こ
の頃です。 
　有り難いことに役割を与えてもらうこと
になったものの、自分の課題はクリアされ
ていかず…更には居眠りで初めての現物に
なってから、１番多く現物になるメンバーに
なってしまいました。このままでは課題ど
ころではない。そう思いつつも何も自分を
変えることが出来ず、何度も何度も注意を受
け、はずかしい思いもし、悪い状況を繰り
返して…。私の悪いクセ、「孤独を求め
る」が出始めて、1人でがんばることが正解
だと悩みを打ち明けられない時もありまし
た。自分にはそんなこと出来ないと思い詰
めて、地元に帰る妄想を毎日している時期
に入った事もあります。そんな時はいつ
も、「今だけはここでがんばろう」、「帰
るのは後でまた考えてみよう」、「とりあえ
ず今はやるべきことをやって、それからに
しよう」と、「今日だけ」「今だけ」を大
切にしてこられたかな、と思います。今も正
直、逃げ出したいつらさやがんばれないこ
と、時がありますが、それでも「とにかく
今日だけはがんばろう！」で乗り切ろうと
思います。そして、そうやって積もった日々
の上に、回復した自分が立てるのかなと
思っています。 
　このニュースレターを書いている今日、
NAのテーマで「過去と現在」を振り返りま
した。家族との今後や自分の自立につい
て…様々な気持ちが私の中にあります。全
てポジティブな意見だけでは語れず、かと
言って暗い気持ちだけでは日々を送れな
い…。DARCはそういった、現実を見つめ
ながらも自分を励まし続けなければいけな

い一面があると思います。弟の結婚式で
は…と語るのが私のお気に入りです。弟の
結婚式に行くのは姉としての大きな夢だと
思っていて、つらい時に考えてみたり、プロ
グラムで今後ありえる祝い事として書き出し
てみたりしている事のひとつです。季節の変
わり目で体調をくずしているメンバーも多い
中、少しでも自分なりの明るさや希望を探
すことは有意義だと感じています。私は根暗
なので、こういったポジティブなことを意識
的に行うことも回復のひとつですね。これ
からも努力していこうと思います。 
ネガティブな面としてすごくイライラしやす
いことが挙げられるのですが、様々なプロ
グラムで学んだことを実践して対処している
最中です。1度目のニュースレターを書いた
時よりも変化した点としては、プログラム
内の提案を出来るだけ取り入れようとして
いる所かな～と思っています。その為にもこ
れからも寝ないようにがんばらないといけ
ませんね。がんばります。 
　今は与えられたことをこなそうと必死な
だけで日々が終わっていますが、これから
はもっと先のことを考えて自主的に行動し
たり、周囲を傷付けない生き方を身に付け
られたらと思います。いつも応援してくれる
家族の為にも、前を向いてがんばれる自分
を増やしたいです。以上、ありがとうござい
ました！ 
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1st StageCenter 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

　私が覚醒剤と出会ったのは、29才時、
当時私は結婚していて昔ホストのアルバイ
トをしていた時のお客さんから教えてもら
いました。その時、妻は子供を身ごもって
おり、産婦人科に入院していて、暇な時間
に丁度いいタイミングで電話がかかってき
て僕に会いたいと言ってきたので会いに行
くと、そこに注射器と覚醒剤がありまし
た。僕は刺激を求めてそれを打ってもらい
ました。すると、世の中が明るくなり、こ
んないい物もっと早く経験すれば良かった
と思いすごく感動しました。それから、た
まに使用するようになり、だんだんエスカ
レートし一日に一回、一日に4回となりま
した。注射器と覚醒剤が手放せなくなり、
最初は気分良く使えていたのが段々使用す
ると勘ぐりや妄想が出てきて、気分良く使
えなくなってきました。しかし、覚醒剤は
やめられず、その後6年位使用しました、
夫婦仲は、覚醒剤の後遺症で怒ることが増
え、トラブルばかりである日、奥さんと喧
嘩したら、子供に当たった事が許せずに蹴
飛ばしてしまい離婚しました。全て覚醒剤
を使用していたからだと思っています。そ
して一ヶ月位、実家に居て警察に捕まりま
した。その後、横浜ダルクに繋がり約3ヶ
月で終了し、横浜に住み、一年位して覚醒
剤の後遺症で相模湖病院に措置入院しまし
た。そこに川崎ダルクがメッセージに来て
いて、私は川崎ダルクに入寮し4年半で終
了しました。それから、社会復帰し、5年
位システムエンジニアの個人事業主として
働き、NAの仲間とATOM株式会社を立ち
上げました、うまく行かず、自己破産し、
会社をたたみました。しばらくNAに通っ
ていましたが、また覚醒剤後遺症で、大泉
病院に措置入院し10年位生活保護で暮ら

していて、クリーンが１４年になった時、
急に覚醒剤の欲求が入り、リラプスしまし
た。リラプスしてからは、また毎日のよう
に覚醒剤を使用し、3年後の53歳の時。2
度目の逮捕、執行猶予で出て、また使用
し、1年後の54歳の時、3度目の逮捕とな
りました。そして喜連川社会復帰促進セン
ターに2年11ヶ月務め、令和4年7月27日
に栃木ダルクに入寮しました。ここでの生
活は刑務所と比べるととても居心地が良
く、毎日、とても楽しく、プログラムも充
実していて、出所してすぐに海に行った
り、川遊びをしたり、ゴルフをしたり温泉
に行ったりとても楽しく過ごしています。
一日600円の生活費はちょっと厳しいけ
ど、みんなが同じなので納得し、今では少
し貯金もできるようになりました。仲間も
とても良くしてくれています。 
　私は、リラプスしてみて、仲間の大切さ
がよくわかりました、そして、孤独になる
事がリラプスした最大の原因だと思ってい
ます。その為私は、栃木ダルクでステップ
アップして、早く終了し、現在83歳の母
のいる埼玉県の実感の近くに、新しいダル
クを作り、一生ダルクの中で、仲間と暮ら
して行きたいと思っています。母は5年後
に会ってくれると言っているので、それま
でにダルクの色々なことを学んで、自分の
ダルクを作ることが夢です。 

  
  

　　　「私の経歴と夢」 
                                             アディクトのアトム 
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プログラム紹介

編集後記 
　今年も振り返ると色々な事がありまし
た。コロナの問題も去ることながら、ウク
ライナ問題、元首相の暗殺などがあり
ニュースもそれ一色でした。 
　日々の生活を大事に何か起きても対応で
きるように備えておきたいと思う今日この
頃です。 

編集秋葉

農作業 
集団生活や人とのコミュニケーションが苦手だった依
存症者が仲間と協力し農作業をする事で協調性の獲得
や体力面の回復、薬を使う以前に社会で感じていた喜
びや体を動かして得られる充実感、達成感を取り戻す
事を目的としています。また、薬物を忘れて作業に没
頭する事で薬物から自然に離れていき本来人間に備
わっている生活のリズムを取り戻す事が出来ます。 

農作業計画と確認 
農作業プログラムが主となるコミニティファームで
は、週に一度ハウスミーティングに合わせて農作業の
振り返りを行なっています。その週にあった反省点や
改善点、今後の計画を皆で話し合って、作業の問題
点を共有する事で安全性や生産性の向上につながっ
ていきます。また各々が問題意識を持つ事で、仕事を
することの大切さを感じながら今後の社会活動にも
大きく役に立って行く事を期待しています。 
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